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義援金を子どもたちに

全国から寄せられた義攘金を子どもたちに役立てる

事ができたらと、「嶋颯子育てネットワーク」をつく＇）、

下記のようなイペントを計●LまLた。
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禎災地だよL これ以上、人更による・牲者を出さないために

肇力な絆を避●所になった神戸の学桟現湯から全国へ
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全神戸市．．員饂合

神戸事中央区下山手遍・

4・13・9 中尾ピル聟

(_Te ~78―391ー7508)

12月7日（日） 10 : 0 o--1 1 : 3 0 
湯所 港鳥小学校体育館

金加査無料
主儡 b滋子育てわトワ「叶
渚鳥学宣クラブ・ポートアイランド保育所父母の会t

全蓑神戸市霰議員組合・神戸子どもを守る会・蝠域の父母

旺 神戸声？累員会値

今徽このような車＇）饂みを遍 Lて、蠅蟻の子どもの健全な覺違を

●う人々と共に、子どもたちに良質の文化をおくることを鑢けた

いと思っています．その事が、震更で傷ついた子どもたちの心を

竃L、今畿子どもたちが看望を檜って暮ら Lていける糧になり、

全璽の艤●金を書せて下さった方々の繭ましに応える事にもなる、

でLょう．このような主旨に賛同Lて下さる●人、団体・・また

秦Lい企重などがありま Lたら全敏神戸書記局へご連鱒下さい．
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震更後2年半、県敏奎は、櫨更趣の児童生徒の心の傷は一層葦くなってい

ると覺麦 (p 3.● •神戸斬聞による） ・・下記の仮鑽の子ども逮の謙子か
らもその実●が伺えます．そ Lて行章は一体何のためにあるのか、拿たちそ

れぞれの立湯で何を Lなければならないのか、その●題を寅き付けられてい
るように思います。

3裏目の夏が遍ぎて

神戸市中央区ポートアイランド仮餃の子どもたち

その2•••生活 ＝どんな生活を送っているのでしょう． （その一響です） ＝ 

家慶訪問を． Lマ―•---:・ ••一•2翠gg缶-ン---
（子どもの声を聞くゆとりを）

る子どもには、交遍賣がとてもかかり、

どの家慶でも、話を聞いてほ Lいとい 1曇済的な負握が大賽な事． 2Klこ、年

う願いを檜っているようです．そ Lて

その中に、今はどんなに不自由でも（友

遵と別れるのはいやだ） （必ず元のと

ころへ晨って住みたい）という童気込

みが慮じられます．
9 | 

ある小学生は、亀朝旱（父戴が会社

へ行（皐9：：彙って元の家の学校へ遍っ

ています．夕方学校のが、父鐵が避・
I 

えに泉るのを檜っていると、知らない＇

人に「はよ、脅り」と言われるので、

校門の側に小さくなって持っていると I
いう事です．中学校や高校へ行って＼ヽ ！ た．

纂2号・・・記事のお知らせ

＊ ポートアイランド仮鑽の子どもたち

その 2…生活•• •p l ~2 

＊ 震更2年半・贔彙養鯛査よ',...．p3

＊ 西区値鑽住宅ルポより •••.p 4~5 <9 

＊ 宣●から、震曼の撞霊蠣告・・・p5..... 7 

＊ 鼻讐彙を子どもたちに••• •p8 

頃の鐵と一鱒なのでかわいそうな思い

をさせている事も話Lてくれま Lた。

f-9ーで見る櫨更蠅の現状（現釦
；値重住宅入屠曹書 (11・1)2万6277戸

［自宅外遍学児童生簑(7・1)4521人

i槙区外遍学児童生隻(7・1)3182人
l”転出児童生隻(7•1)5133 人
！ 竹晨る』鳴虔：看(7・1)1555人
i 
量心のケア必墨な小中学生 (7・1)4089人
鑽での瓢融死(11・8) 178人

話を聞いていて、朧自身が生活に不

安な患いがあるため、なかなか子ども

にまで目が行き雇かない覗状、そ Lて

蒙ヽヽ住畷壇の中では、どう lても．子ど

も逮の生活が不鑢則にな＇）、忘れ嶋響

も多く、それが学力の不畢に現われる

のも彙遷も彙ヽヽ事のように思いま Lた。

だからこそ今、子ども遵の声を聞く敏 ！

鱒のゆとりの大切さを蝙切に慮じま L
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●人の讐力も11界 ' 
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震曼から二年半も艦てば、鎗糧■
だった子どもは、もう小学二年生です．

小学5年生だった子どもは、もう中学

生になっているのです．元の生治に晨

りたい肇ヽヽ願いを覗寅のものにする

ためには、●人の讐力では鳳界の所に

皐ているように罵いま Lた．

「拿がつぷれたら、建てればいい」

と考えるのは、よっぼどお食に不自由

Lていない人でlょう．自力界建はと

ても●lいのです．アバート住まいだ

った人は薫幻です．大拿がつぷれたア

バートを再建するとは隈りません．居

住櫂がもうないのです．また拿賃がか

なり上がっています．大事によっては、

収益の上がるワン 9レームマンション

に立て讐える人も多いようです．最近

ようや＜市誓住宅が市膏蠅9：：／も斬 L

く建てられはじめま Lた． LかL、そ

こへ入るには鼻筐人が墨ります．近●'

■に住む人で、収入筐鴫がいるとの事
です．ある奄人夫轟！ふ「亀子は胃山

だL．友遵は戟入謳鴫までは出してく

れない」と、拿たちに謳ってくれま L

た．行拿の量済的な櫨鴫「公的櫨償の

寅覗」が亀がれます．

行直の奏勢に転撮を

直重住宅を鯖象と．Lたいろいろな

イペントが行われています． Lかし、 ・

「どうぞ桑て下さい」もうと言えば、ヽ•

「出●けて皐い」という鴫じです．行

直がイニシアチブをとる行事はなぜか

「こういう綱虞を作ってあるから、も

ういいだろう」とか、 「これだけ、ヽ L・

てやってるんだ」という轟じを受けま

す．つまり、こちらから値重住宅に出

かけていくという覺量はないようです．

甑量住宅に住む知り合いの意人が「毒t

日が日・日だから、昼ごろに鑑きてず

迂 I9ジャマのままやでぇ」といって
いま Lた．イベントの寅行看には｀こ

ちらから値鑽住宅に出＊いて意人が．バ

ジャマから着讐えたくなるようにする

という覺還が必墨なのではないでLょ

うか。（艮閏ポランテイアのように）

震曼の疇のエピソードです．ある学校 1

では、櫨更者が 2000人で、毛布が 500

枚 Lかなかったそうです．その疇の行

霞の鯖応は、 「不公平になるから、次

の最攘嶋賣が泉るまで、配るのは見あ

わせよう」とのことでLた．鯵局 2000

人は寒さに震えていたという事があり

まLた．人閏はそんなに鳳かではあり

ません．全響出 LてLまえば、一｀的

には車り合いになってもすぐに、匿っ

ている人、襲ヽヽ人へ分け与えていった

だろうにと思います． 「璽とか公平と

かにとらわれず、今できる事から鎗め

よう」という敏鯛を今復生かLてほL
いと思います． （次号へつづく）

（湯鳥9』ヽ村山舅） ・
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で
分
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今
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西区仮設住宅ルポよリ

その2

ニュークウンの宅地予定燒に
建てられた仮設住宅―-
-■-

鴫誡的な櫨書を受ける事は閏違いない》

と20年も言に専門拿が警告を出 Lてい

たのは、その蠅蟻の事だった。何の鯖算

も鱒ぜられず、忘れられていた鎗蟻だっ

た。忘れられていたのは、そこに住む

人々であった．その町で櫨更 Lた人々が、

霧り住む事になった仮鑽住宅は、ニュー

9ウンの売り出す曾の宅鎗予定蜻に建

てられた．西神ニュー9ウンに重てられ

た仮鑽住宅だけでも •ooo 戸以上もあっ

た。-辿~- - 一L遥

拿が値鑽西神纂 3住宅のT夫妻を訪

ねたのは97年8月13日の昼遍ぎだった．

市営鎗下鐵の襲点である洒神中央駅を

鼻IJると、ブレンティと呼ばれる大きな

ショッピング膏である．いくつも建ち菫

ぷ寓層マンションを見ながら’"'な一

戸建ての住宅蜻を 20分糎夢くと纂 3住

宅に着く。

ここは 1980年頃までは、人がほとん Iここでこの人々は界び忘れられよう
ど足を●み入れる事のなかった丘慶鱚 とLている。住宅に足を疇み入れても、Iだった．その復、大雙のユンポとブルド 人の奏がない。ところどころに「空き家」

ーザーで大連は切り車られた．土砂はぺ の貼り紙がある．多くの家は人が住んで

ルトコンベアで濤へと運ばれた．「山｀ いる気配はあるのに、嶋音や話L声も聞

溝へ行く」と言われる大蜆槙な自患改造 こえない．出かけているのではなさそう

作職である。神戸市は 2つの大きなニュ だ。 ． 

ークウンを作り上げた．その、1つがポー 「多分、曾さん小さな奮でテレピをつ

トアイランド、六甲アイランドと名づけ けて、何をするでもなく、静かに疇閏を

られた人工鳥であり、もう 1つがここ西 過ご Lて妻るんでLょうね。」とT夫人

神ニュー9ウン響である。かっての丘慶 は言う。 1 

は斬Lい「●力的な」住宅蜻に賽わり、 「●を見かけたら、できるだけ芦をか

十万人以上の人々が斬Lい暮ら Lを蛤 けるんですが、●を会わすのは読濯の疇

めた． だけですよ．

甑神・濠罵大震更で、葦Lく櫨害を受 住宅の外に置かれた羹濯●を回Lなが

けたのは、この鎗蟻ではなかった．大蠣 ら、鯛皐な言業を交わすだけです．話す

•1J覺と攀やかなイペントの摯闊で、行 と言っても天気と羹濯の事ぐらいです

豪からは忘れられてきた古くからの市 なはじめの頃はみんなが輿奮状●で、

膏蠅、長田や兵庫、須●響の下町が●撃 l頭畢らなくちゃと思ってい
I 

まLた．もう ・

された所だった．《活竃層囀が実本する あれから 2年半も艦つのですね」

この亀繊で、糟泉響市直下雙の大震更が と言う T夫人の言鷺に年月の重みを慮

覺生する可鱒性があり、その疇には…． じずにはおれなかった．

4 . 

尋び忘れられた人たち

入居 Lた当初の90軒のうち、今残っ

・ているのは60徽軒． 2年半で仮重住宅

＇を鼠出できたのは20輌傘1)という事

になる．その中で分かっているだけで言．

．えば、 5斬は鎗震の曹に住んでいた元の

自分の拿に晨った． 5軒は自分でマンシ

ョンなどを疇入lたり、僭りたり lt：：。

1軒は息子と同居することになったそ

うだ。今までに累営や市営住宅に応暮L

て10軒が当たった。他に現庄入魔中が

2人。 Tさんも、今まで4国の暮集に応

暮Lて4回とも蒐遍だった．当たらない

人の方が多いとはいえ、そのショックは

大きかったとTさんは言う。

「仮鑽住宅の住民は、みんな祈るよう

な気持ちで心檜ちに Lていたんですよ．

この仮の住まいは旱く出たい、そう思っ

ています。せっかく伸良〈なった人が、

当遍Lて値戴住宅を出て行くのを選

1)出す気檜ちは●●なものです．」

「不愚議にみんなの壼謳を Lてくれ

ていた自治会の震員が出ていって Lま

うんです．」

「とにかく不安なんです。見遍Lがも

てない事が一書つらいんです」 ' 

T夫妻の言董に、虞Lさと不安はかく＇

せない。

櫨更看の、このような不安な状況が鑢

（雇’)震費は襲らない。

T夫妻を仮鑽に訪問Lて、櫨更者が見

遍 Lと肴望の特てる血の遍った人閾的

な籍賃を豊＜患った． 、

拿は真会を約東Lて、この違くに浸罵

鳥を望む、柔らかな鳳の吹く小高い丘の

西神纂3仮霞を複に Lた．

（櫨谷中貴本格）

京響で、阪神浸路大震災の授業に車り組まれた中西先生から、

その欅告が寄せられま Lたので紹介Lます。

曰`淡路大震災の授菜を終えて―1
京都市立桃山東小学校

中西美智子

ク・ラスの子供たちといっしょに5月に、神戸へ遠足に行きました．バスの車内から、仮

，殷住宅がわずかにみえたぐらいで、震災の傷跡はほとんど感じることはできませんでした

．子供たちも、神戸の告の復舅の様子のすばらしさのみを感じたように思います．しかし

，今なお仮設住宅にはたくさんの人が住み、元の街へもどりたくてももどれないという人

がたくさんいます．老人の孤狭死の帽道には、胸を瘤めるものがありました．このような

現実を子供たちに知らせていくことは、とても大事なことであると考えました．

1 1月にある人権を学ぶ啓発学習で、この阪神大震災を教材に、何とか、子供たちに身

近に嘉じられるような方法で学習が組めないかといろいろと資料をさがし姶めました．し

かし、図書鱚へ行っても、いろいろな本を饒んでもなかなかこれといった賣料に出会う事

ができませんでした．
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そんなある日、神戸の撞見先生と、直撞お話できる機会を得ました．播見先生は、実霞If

に震災を体験され復舅教員として震災にあった子供たちの教育にあたっておられた先生で

した．夜、播見先生宅で見せていただいた本山第2小学校の写真やビデオ、何ょりも地見・

先生のお話に屈は心をうたれ、子供たちにこのことを伝えていきたいと、切実に鵬ぜずに

はいられませんでした．

紐として、餌日の印員の中で、何が伝えられるのかという；順点をいつも考えながら

芯:::し::：つをて大::;．徽力ではあります颯自身も自分にできることを追求でII
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4、不利益を受けている人と共に、自立への道をいっしょに考えさせる．

5、人間が大切にされるような社会を作っていくのに、自分にできることを考えさせる．

又、子供たちにできるだけ身近にこの学習にせまれるょうに、池見先生や｀ 自分たちと

同じ学年の 「神戸のなおちゃん」、そして、ポートピアアイランドの村山先生と、実際に

震災を体験された方々の心に寄り添って資料を選びました．

学年をいっしょに組んでいる先生がコンピューターが得意ということもあって、仮殷住

宅建設の資料等も、すぺて手作りでつくりました。最後の授業では、池見先生からの「京

都のみなさんへ」

|；と思える神戸のまち作りに大切な事は何かについて考えました。

という心のこもったメッセージをテープで聞き、生きていてよかった

子供たちは、授業の中で、震災にあった人の心をとてもよく考えてくれました。そして

この学習をして、神戸という街をとても身近に感じ、今の自分の生き方もふりかえろうと

しています．震災の事を絶対に忘れない．とも言っています．立場の弱い人たちの事も、

考えて行動することの大切さも感じてくれました．又、少し●しいことなのですが、自分

たちの生活を包んでいる行政という物にも目を向けて、おかしいこと おかしいと言ってf 
．いくことの大切さに気付きはじめています． ！ ． 、 ；． ・・,. ，

 
9.

~ •. 

``
 

！→トぶ
ぽヽ＼

9 | i]; 
固麗lllJ図慧I~I!. ' 

ti~ 
〉'1閤悶j;i

!ll二］［〗←|［iグ
塔 ．.

中西先生にお貸LLた資料が、OHPの敏材になって返ってきま Lた。禎

災Lた湯所と、仮設住宅の建てられた所を比べられるようになっています．

「神戸のなおちゃん」の紙芝居は、横浜のボランテ4アの人たちが作って送っ

て下さったものです。教案を含め、ご希望の方にお貸 LLます。是非ご活用

くださヽ ゞ （全敦神戸書記局・池見まで）
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